
各「通学区域の例」と学区間のバランス・要望への対応等についての比較

撤廃 拡大

○

５８－６０
１　：　１．０３

○

３７－４３
１　：　１．１６

○

２４－３４
１　：　１．４２

×

１４－３２
１　：　２．２９

△

１４－２５
１　：　１．７９

△

１４－２４
１　：　１．７１

△

１０－１８
１　：　１．８０

※　○：1.5未満、　△：1.5～2.0未満、　×：2.0以上

×

×

×

×

全ての学区で
選択幅の拡大
になるか

○

○

○

○

○

○

２学区例

３学区例

４学区例

各学区は鉄道網
における一体性
があるか

学校数の均衡※
学校数の

最小―最大
比率

東住吉区・平野
区ＰＴＡ協議会
からの要望

大阪市ＰＴＡ協議
会からの要望
（第３学区から第
４学区へ）

第６学区に
おける選択
幅の拡大

府議会の各会
派からの要望

『
新
し
い
学
区

』
と
な
っ
て
い
な
い

（
他
の
学

区
と
合
わ
さ
っ
て
い
な
い

）
学
区
が
あ
る
た
め

未
記
入

△

×

○

×

○

7学区例 ×

×

×

５学区例

×

8学区例

○

○

△６学区例 ○

×

要　望　へ　の　対　応

拡
大
幅
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
未
記
入 ×

×

○

×

○

○

×

学区間のバランス その他の観点

×

○

×

○

△

×

×
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